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◆熊本市民早起き野球大会◆

大　会　役　員

名 誉 会 長 伊　豆　信太郎 熊本日日新聞社社長

会 長 大　西　一　史 熊本市長

副 会 長 東　家　恭　一 全日本早起き野球協会副会長
九州早起き野球協会会長
株式会社トウヤ代表取締役社長

〃 藤　本　雅　士 熊本日日新聞社常務取締役

〃 村　上　和　美 熊本市経済観光局長

委 員 長 岡　島　史　朗 熊本市スポーツ振興課長

副 委 員 長 家　入　隆　一 熊本日日新聞社業務局長
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競　技　役　員

参 与 横 田　　 悟 全日本早起き野球協会　理事

熊本県早起き野球協会　副会長

委 員 長 松 尾　聡 彦 熊本県早起き野球協会事務局長

株式会社トウヤ総務部次長

副 委 員 長 内 畑　哲 治 株式会社トウヤ管理部長

〃 三 次　元 紀 スポーツスタジアムトウヤ世安店支配人

審 判 長 三 上　弘 光 熊本軟式野球審判協会代表

審 判 団 川元 栄一・松岡 　繁・永野 　喬・倉野 昭宏

濱田 博政・一本 幹郎・古閑 偉佐男・山元 光男

前川 幸則・吉松 義博・最上 　進・遠山 哲裕

藤野 孝行・奥津 貴司・中臣 康人・松尾 聡彦

西　 弘一・安富 公敏・徳永 和彦・松内 陽一

福田 智也・松田　 剛・勝田 晃平・南　 武昭

本田 勝蔵・津下 大次・田崎 正悟・堀井 康希

上野 　匠・上地 颯太・松本 清文・吉村 靖善

元田 稔

特別賛助審判員 上野 秀治・吉田 和弘・出田 龍男・横田　 悟

平田 博之・後藤 秀二・上野 幸浩

（順不同）

− 2 −



大会実施要項（一般の部）

１．目　　的
　野球を愛する市民の親睦と親善の輪を広げ、スポーツを通して健康増進を図る。

２．主　　催
　熊本市・熊本日日新聞社

３．主　　管
　株式会社トウヤ

４．期　　日
　令和７年５月８日（木）開幕
　※�新型コロナウイルス感染状況により大会を延期又は中止する場合があります。

５．会　　場
水前寺野球場、清水新地野球場、田迎公園運動施設（浜線健康パーク）、坪井川緑地運動施設、
城山公園運動施設。
※チーム数等により、会場が変更になる場合がある。

６．参加資格
①令和７年４月１日現在の市内居住者及び市内の各職場に勤務する者で編成されている

チーム（選手登録は監督含め20名）。
②県軟野連で本年度Ａ級に登録された選手は出場できない（ただし、満40歳以上は出場できる）。
③市軟野連のＢ・Ｃ級登録チームの選手は出場できる。
④学生、生徒、専門学校生、予備校生の出場は認めない。ただし、定時制生徒の出場は認める。
⑤プロ野球または社会人野球（硬式）を本年度あるいは前年度退部した者は､投手、捕手と

して出場できない。

７．参 加 料
　１８，０００円（払い戻しはしない）

８．試 合 球
　公認　ケンコーボール M号　　マルエスボール M号

９．申し込み受け付け
３月26日（水）から４月9日（水）までの午後１時から午後７時まで受け付ける。
申し込み書は熊本市ホームページ、熊日ホームページ（主催事業お知らせ）からダウンロー
ド（Excel）できます。
間違いを防ぐためパソコン入力し、熊日にメールすること。（Mail：jigyo@kumanichi.co.jp）
選手名簿（Ａ４判）４通に参加料を添えて申し込むこと。
選手名簿に不備がある場合は受け付けない。
注※選手名簿に必ずチーム名を５字以内にまとめて明記すること。
　※受け付け後の選手変更は原則認めない。
　※新聞、賞状にはこのチーム名を記載する。
　※一般の部と成年の部の同一チーム名は不可。
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10．申 込 先
　スポーツスタジアムトウヤ世安店内
　熊本市中央区世安1丁目6-14　☎０９６（３６６）８５３０

11．開会式と抽選会
　令和７年４月23日（水）　午後7時から
　シアーズホーム夢ホール（熊本市民会館）2F大会議室
　代表１人が必ず出席。欠席の場合は失格。

12．試合方式
出場チーム数によりブロック別に分ける。申し込み書に記入された希望会場を考慮するが、
定数以上の会場は抽選とする（主管者一任）。△

チャンピオンシップ部門（勝ち残りトーナメント方式）
各ブロックの代表２チームずつが、総合トーナメントのチャンピオンシップ部門に進出
する。△

フレンドシップ部門（敗者トーナメント方式）
ブロック予選の初戦（１回戦と２回戦に限る）で敗退したチームは、敗者戦に回る（１回
戦の勝者は除く）。各ブロックの敗者戦代表１チームが、総合トーナメントのフレンドシッ
プ部門に進出する。※申し込み時点では、両部門は区別しない。

13．表　　彰
両部門の総合優勝チームに優勝旗と賞状・賞品、準優勝チームに準優勝杯と賞状・賞品、
チャンピオンシップ部門の３位チームに賞状・賞品を贈る（閉会式に出席しない３位チー
ムは表彰しない）。また、ブロック代表チームには、総合トーナメント戦の抽選会の時に
盾と賞状・賞品を授与する。

14．試合方法
①毎日午前６時試合開始（午前５時半開門）
②試合は５回までとする。ただし、点差によるコールドゲームは適用しない。
③試合開始時間に９人に達しないチームは不戦敗とみなす。
④試合は６０分制とし、試合終了時間到達と共に試合も終了とする。（時間打切り）
　試合終了到達時間５分前それ以降は不測の事態以外の作戦タイムは認めない。
⑤時間内延長戦は７回までとし、同点の場合は出場の９人の抽選で勝敗を決める。
⑥各ブロックの代表（チャンピオンシップ２チーム、フレンドシップ１チーム）で総合トー

ナメントを行う。
※代表になったチームは会場責任から選手名簿を受け取り、抽選会に持参すること。
※代表チームの選手は、市内の職場に勤務するものは職場代表者の証明証（私印の証

明書は不可）
　　証明書がない者は住民票を添付すること。
⑦総合トーナメントは、７０分制７回戦とし、５回以降７点差の場合はコールドゲーム
を適用する。
午前５時５０分試合開始（開門午前５時２０分）、試合時間は７時までとする。
同点の場合は、出場選手９人の抽選で勝敗を決める。
総合トーナメント決勝戦は点差によるコールドゲームは適用せず、同点の場合は勝敗
の決するまで繰り返し一死満塁のタイブレークとする。

⑧日の出、天候等による試合開始時間の変更は、審判員の判断に一任する。
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15．注意事項
①出場の各チームは練習のため、グラウンドを無断で使用しないこと。
②当日の降雨による中止の決定は会場責任者及び審判員の判断による。
　両チームは午前６時（総合トーナメントは午前５時50分）までに球場に集合すること。

欠席のチームは全会場中止の場合でも不戦敗とする。
③翌日の組み合わせ、前日降雨による中止は、熊日電子版の早起き野球コーナーで案内
する。

④試合結果は、熊日の朝刊と電子版に掲載する。
⑤不正行為（参加資格違反、二重登録、他人名義での出場等）の場合は、すべてチーム

失格とする。
⑥試合中の抗議は監督または主将と当事者に限り、その申し立ては試合終了までとする。
⑦降雨等のため試合不可能な時、１・２回戦の場合はそれぞれの組み合わせ最終日に繰

り延ばす。３回戦以降と総合トーナメントは順延とする。
⑧原則として日曜・祝日は全会場試合休止日とする。このほか会場都合で使用できない

場合がある。
⑨試合開始後、降雨等のため試合続行が不可能な場合は、ブロック予選では３回未満、総
合トーナメントでは５回未満の時は再試合とする。なお、得点差が開いて相手が負け
を認めた場合は試合終了とする。

⑩１回戦・２回戦と敗者戦の準決勝までは２人審判とする。
⑪本大会に出場するチームは、できるだけユニホームを着用のこと。帽子の着用と背番

号の表記は義務づける。
⑫捕手はヘルメット、スロートガード付きマスク、打者･走者はヘルメットの着用を義務

づける。また､ベースコーチもできるだけヘルメットを着用すること。
⑬金属スパイクの使用は禁止する。
⑭試合中のトラブルなどで審判員、役員並びに相手チームに手をかけたら、直ちにその

チームは失格とする。
⑮試合中、場外に出たボールは、近くにいるチームが処理すること。
⑯応援は選手の激励に努め、相手チームヘの個人攻撃や音の出る用具を使用しての応援

は禁止する。
⑰試合終了後、両チームは必ずグラウンドを整備すること。
⑱大会期間中の事故については、主催者側は一切責任を負わないので、各チームでスポー
ツ傷害保険に必ず加入すること。

⑲会場の駐車台数は限られています。乗り合わせにご協力をお願いします。
⑳ゴミは各チームで処理すること。
　全会場敷地内禁煙。
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（成年の部特記事項）
１．会場

　水前寺野球場、田迎公園運動施設（浜線健康パーク）。
　出場チーム数により主管者で上記の２会場に振り分ける。
　※チーム数等により、会場が変更になる場合がある。

２．試合方式
　成年の部チャンピオンシップ部門（勝ち残りトーナメント方式）
　成年の部フレンドシップ部門（敗者トーナメント方式）
　初戦（１回戦と２回戦に限る）で敗退したチームは敗者戦に回る（１回戦の勝者は除く）。

３．表彰
　成年の部チャンピオンシップ部門の優勝チームに優勝旗と賞状・賞品、準優勝チームに
　準優勝杯と賞状・賞品を贈る。
　成年の部フレンドシップ部門の優勝・準優勝チームに賞状・賞品を贈る。

４．参加資格
①令和７年４月１日現在で、満40歳以上の市内居住者及び市内の各職場に勤務する者で

編成されているチーム・但し女性を登録する場合は年齢制限なし（選手登録は監督含
め20名）。

②一般の部との重複登録は可能。

５．試合方法
①毎日午前６時試合開始（午前５時半開門）
②試合は５回までとする。ただし、点差によるコールドゲームは適用しない。
③試合開始時間に９人に達しないチームは不戦敗とみなす。
④試合は６０分制とし、試合終了時間到達と共に試合も終了とする。（時間打切り）
　試合終了到達時間５分前それ以降は不測の事態以外の作戦タイムは認めない。
⑤時間内延長戦は７回までとし、同点の場合は出場の９人の抽選で勝敗を決める。
　※その他事項は一般の部に準ずる。
⑥両部門とも決勝戦は７回戦とする（試合方法は一般の部総合トーナメントに準ずる）。
⑦両部門の決勝進出チームの選手は、市内の職場に勤務するものは職場代表者の証明証
（私印の証明書は不可）
証明書がない者は住民票を添付すること。

勝ったチームは午前９時（時間厳守）までに、スコアシートに両チーム分を
必ず記入して、熊日運動部へメール送信（写真添付）かＦＡＸ送信して下さい。

熊日運動部　メールアドレス undobu@kumanichi.co.jp
　　　　　　FAX番号 096（366）4100
※スコアシートは試合前に会場責任者が渡します。
※時間までに提出しないチームは失格になります。
　不明な点は☎096（361）3191へ。

熊本市民早起き野球大会記録表
年　　　月　　　日　　　　　回戦　　第　　試合　　　　　　　　球場

チ ー ム 名 1 2 3 4 5 6 7 合計

チ ー ム 名 1 2 3 4 5 6 7 合計

チ ー ム 名 1 2 3 4 5 6 7 合計

バッテリー（先攻）　　　　　　　　　　　　　　　（後攻）

長打（本）　　　　　　　　　　　（三）　　　　　　　　　　　（二）

年　　　月　　　日　　　　　回戦　　第　　試合　　　　　　　　球場

バッテリー（先攻）　　　　　　　　　　　　　　　（後攻）

長打（本）　　　　　　　　　　　（三）　　　　　　　　　　　（二）

年　　　月　　　日　　　　　回戦　　第　　試合　　　　　　　　球場

バッテリー（先攻）　　　　　　　　　　　　　　　（後攻）

長打（本）　　　　　　　　　　　（三）　　　　　　　　　　　（二）
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過去の優勝チーム
回　数 年　度 チーム名 参加チーム数
第１回 昭和32年 本 荘 ３ 町 内 43
第２回 昭和33年 ラ イ ガ ー ス 128
第３回 昭和34年 済 商 会 236
第４回 昭和35年 熊 本 Ｂ Ｓ 264
第５回 昭和36年 県 土 木 事 務 所 328
第６回 昭和37年 社 会 保 険 368
第７回 昭和38年 南 星 工 作 所 397
第８回 昭和39年 南 星 工 作 所 413
第９回 昭和40年 第 一 信 用 金 庫 468
第10回 昭和41年 国 鉄 上 熊 本 480
第11回 昭和42年 日 本 専 売 公 社 560
第12回 昭和43年 南 星 工 作 所 561
第13回 昭和44年 大 谷 金 庫 535
第14回 昭和45年 熊延観光ランチ・センター 484
第15回 昭和46年 市 川 石 工 店 495
第16回 昭和47年 球 友 ヤ ン ガ ー ス 494
第17回 昭和48年 ス タ ン ド ア ジ ト 468
第18回 昭和49年 電 通 保 全 507
第19回 昭和50年 電 通 保 全 508
第20回 昭和51年 熊 大 中 毒 研 568
第21回 昭和52年 向 山 ク ラ ブ 568
第22回 昭和53年 球 友 ヤ ン ガ ー ス 608
第23回 昭和54年 馬 見 原 Ｏ Ｂ 610
第24回 昭和55年 電 通 保 全 634
第25回 昭和56年 熊 大 中 毒 研 658
第26回 昭和57年 寺 原 自 動 車 学 校 629
第27回 昭和58年 味 千 拉 麺 603
第28回 昭和59年 寺 原 自 動 車 学 校 576
第29回 昭和60年 味 千 拉 麺 528
第30回 昭和61年 Ｎ Ｔ Ｔ 熊 本 支 社 523
第31回 昭和62年 寺 原 自 動 車 学 校 Ａ 493
第32回 昭和63年 味 千 拉 麺 472
第33回 平成元年 寺 原 自 動 車 学 校 Ａ 446
第34回 平成２年 ス タ ジ ア ム（ ト ウ ヤ ） 459
第35回 平成３年 南 星 430
第36回 平成４年 太 平 興 産 ㈱ 405
第37回 平成５年 淡 路 機 材 ㈱ 400
第38回 平成６年 寺 原 自 動 車 学 校 Ａ 367
第39回 平成７年 寺 原 自 動 車 学 校 Ａ 364
第40回 平成８年 淡 路 機 材 ㈱ 370
第41回 平成９年 淡 路 機 材 ㈱ 333
第42回 平成10年 平 原 医 院 311
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回　数 年　度 チーム名 参加チーム数

第43回 平成11年 ト ウ ヤ 306
第44回 平成12年 熊 本 信 用 金 庫 291
第45回 平成13年 寺 原 自 動 車 学 校 284
第46回 平成14年 ト ウ ヤ 271
第47回 平成15年 築 工 務 店 253

回　数 年　度 チャンピオンシップ フレンドシップ 参加チーム数

第48回 平成16年 寺原自動車学校 I W A I ㋠ 66 ㋫ 178
第49回 平成17年 熊 日 販 売 Ａ 中 村 造 園 ㋠ 66 ㋫ 175
第50回 平成18年 寺原自動車学校 日 本 情 報 通 信 ㋠ 57 ㋫ 174
第51回 平成19年 寺原自動車学校 熊 本 酸 素 ㈱ ㋠ 55 ㋫ 160
第52回 平成20年 寺原自動車学校 帯 山 球 友 会 210
第53回 平成21年 熊 日 販 売 Ａ 花 園 ク ラ ブ 207
第54回 平成22年 熊 日 販 売 店 Ｎ Ｔ Ｔ 熊 本 194
第55回 平成23年 寺原自動車学校 正 木 工 業 174
第56回 平成24年 ド リ ー ム ス Ｆ テ ィ ー ズ 172
第57回 平成25年 味 千 拉 麺 炭 焼 き よ た 170
第58回 平成26年 ハ ウ ス プ ラ ン 第 一 信 用 金 庫 154
第59回 平成27年 味 千 拉 麺 県 庁 球 友 会 132
第60回 平成28年 味 千 拉 麺 炭 焼 き よ た 114
第61回 平成29年 炭 焼 き よ た サ ン 技 研 116
第62回 平成30年 炭 焼 き よ た 第 一 信 用 金 庫 114
第63回 令和元年 ト ウ ヤ 炭 焼 き よ た 110
第64回 令和２年 正 木 工 業 西 部 ガ ス ㈱ 86
第65回 令和３年 伊 勢 造 園 Ａ 体 育 堂 Ｂ 88
第66回 令和４年 熊 本 酸 素 ㈱ 伊 勢 造 園 Ａ 77
第67回 令和５年 熊 本 信 金 西 部 ガ ス ㈱ 72
第68回 令和６年 第 一 信 金 L & F 熊 本 74
第69回 令和７年

（ 成 年 の 部 ）
回　数 年　度 チャンピオンシップ フレンドシップ チーム数

第59回 平成27年 ト ウ ヤ Ｂ 11
第60回 平成28年 ト ウ ヤ Ｂ 伊 勢 造 園 Ｂ 10
第61回 平成29年 ト ウ ヤ Ｂ 熊 南 整 骨 Ｂ 10
第62回 平成30年 華 麗 衆 ト ウ ヤ Ｂ 15
第63回 令和元年 伊 勢 造 園 Ｂ 球 楽 會 17
第64回 令和２年 ト ウ ヤ 4 0 A 華 麗 衆 11
第65回 令和３年 ト ウ ヤ 4 0 B ト ウ ヤ 4 0 A 14
第66回 令和４年 ト ウ ヤ 4 0 B N e x u s 12
第67回 令和５年 ト ウ ヤ 4 0 A 伊 勢 造 園 Ｂ 10
第68回 令和６年 ト ウ ヤ 4 0 テ ラ バ ル 極 12
第69回 令和７年
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試合方法について
※試合時間打切り制を導入（大会により時間設定）
・試合終了時間到達にて試合打ち切り（時間コールドゲーム）
・イニング途中での試合終了時の勝敗決定は下記の通り。

※　試合時間６０分打ち切り　の場合

チーム名 1 2 3 4 5 計

先攻 Aチーム 0 0 1 2 1

後攻 Bチーム 1 0 1 途中終了 2

↑成立しない

・４回先攻Aチームが２点を得点し逆転となり3アウト、Bチームの攻撃途中に
６０分に到達してしまい、球審がコールドを宣した。４回裏攻撃が途中時間
切れの為、結果両チームが完了した最終均等回は３回となりその時点の総得
点で勝敗が決する。よって２対１で後攻Bチームの勝ちとなる。

・同点引分けの場合は抽選で勝敗を決する。

※　サヨナラゲーム又は引分け抽選となる時

チーム名 1 2 3 4 5 計

先攻 Aチーム 0 1 0 0 1

後攻 Bチーム 0 0 0 2Ｘ 2

↑成立

・４回　後攻が得点逆転し、試合途中に時間６０分に到達した場合は、後攻は
時間内得点が認められ、結果として後攻Bチームのサヨナラ勝ちとなる。

　　但し、同じく後攻が時間内に同点に追いついた場合は時間内得点となり、
引分け抽選で勝敗を決する。

− 11 −





69





（公財）全日本軟式野球連盟公認球

ナガセケンコー株式会社
www.nagase-kenko.com

S I N C E 1 9 3 4
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